
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度当初予算 

（平成 27年度 3月補正予算を含む）のポイント 

 

～ 一人ひとりを大切に  
安心、活力に満ちた久留米づくり 

“日本一住みやすいまち・久留米”を目指して～ 
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１．予算規模                                   

 
○平成２８年度一般会計当初予算規模は１，３３４億４千万円 

○平成２７年度３月補正予算（緊急対策等）を含めると約１，３４５億３千万円 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 平成２８年度 平成２７年度 増減 伸び率 

一般会計当初予算 1,334億4千万円  1,394 億円 ▲59 億 6 千万円 ▲4.3％ 

当初＋３月補正 

（緊急対策等・ 

経済対策事業分） 

合  計 

1,345 億 3 千万円 1,456 億 7 千万円 ▲111 億 4 千万円 ▲7.6％ 

今回の予算は、国が掲げる「一億総活躍社会」や「ＴＰＰ関連政策大綱」の実現に

向けて緊急に実施すべき対策等に迅速に対応するため、平成２８年度当初予算と平成

２７年度３月補正予算を一体的に編成しました。予算編成にあたっては、久留米市新

総合計画に掲げる基本理念「水と緑の人間都市」の実現へ向けて、「中期市政運営方

針」のもと、市民の皆様との協働を基本に、「一人ひとりを大切に 安心、活力に満

ちた久留米づくり」の実現に努めました。 

 

平成２８年度の当初予算は、久留米シティプラザ、宮ノ陣クリーンセンターの建設

事業などの大規模プロジェクトの整備完了等に伴い、平成２７年度比で４．３％減の

１，３３４億４千万円と、予算規模は縮小しておりますが、「久留米市キラリ創生総

合戦略の実践」、「大規模プロジェクトの運営スタート」、「住民福祉の一層の増進」

の３点について特に力点を置いた予算編成を行い、地域の活性化と魅力の向上、市民

の皆様の暮らしにより密着した事業の充実を図りました。 

 

また、結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる事業や地方創生の取組みを加速

して進める事業、ＴＰＰへの対応として農業の体質強化を図る事業などについては、

国が補正予算で緊急対策等として措置した国庫補助金等を活用し、平成２７年度の３

月補正予算に積極的に前倒し計上しました。 

 

その結果、平成２８年度一般会計の当初予算及び平成２７年度の３月補正予算（緊

急対策等分）の合計は、前年度比７．６％減の１，３４５億３千万円となりました。 
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一般会計当初予算の主な増減要因（３月補正を除く） 

平成２８年度当初予算額（対前年度増減額・伸率） 

○一般会計の予算規模は、２７年度当初予算よりも下回る  

１，３３４億４千万円（ ▲５９億６千万円・ ▲4.3％） 

 ［大規模プロジェクト（久留米シティプラザ、宮ノ陣クリーンセンター ）の影響額を除いた場合］ 

（ ５９億５千万円・4.8％の増加） 

 

○歳入 

 市債は、大規模プロジェクトの整備完了に伴い、大幅に減少 

１２１億８千万円（ ▲７３億３千万円・▲37.5％） 

 諸収入は、中小企業融資制度等にかかる貸付金元利収入が減少するため、減少 

４３億２千万円（  ▲９億５千万円・▲18.0％） 

 地方交付税は、合併算定替の逓減等を見込み、減少 

２０３億９千万円（  ▲８億８千万円・ ▲4.2％） 

 繰入金は、ふるさとくるめ応援基金等からの繰入が増加するため、増加 

６６億８千万円（  １５億円   ・ 29.0％） 

 県支出金は、農林水産業費県補助金等の増加を見込み、増加 

１０１億８千万円（  １０億２千万円・ 11.2％） 

 寄附金は、ふるさと・くるめ応援寄付がご好評いただいており、大幅に増加 

９億６千万円（   ８億円   ・ 503.7％） 

 市税等は、法人市民税が減少する一方、固定資産税が増加の見込で、ほぼ横ばい 

３８９億円   （    ▲２千万円・  0.0％） 

○歳出（性質別） 

 普通建設事業費は、大規模プロジェクトの整備完了に伴い、大幅に減少 

１５９億２千万円（▲１００億７千万円・▲38.8％） 

［Ｈ２７年度の大規模プロジェクトにかかる普通建設事業費は、１２５．９億円］ 

 貸付金は、中小企業融資制度等にかかる貸付金が減少 

３４億２千万円（   ▲８億１千万円・▲19.1％） 

 扶助費は、新規の年金生活者等支援臨時福祉給付金及び各種給付等が増加 

３９７億６千万円（  ２５億４千万円・  6.8％） 

 物件費は、大規模プロジェクトの運営にかかる新たな業務委託等が増加 

１８７億９千万円（   ９億２千万円・     5.2％） 

 繰出金は、国民健康保険事業、介護保険事業等の特別会計繰出金が増加 

１１３億８千万円（   ８億１千万円・  7.6％） 

 積立金は、ふるさと・くるめ応援寄付の増加に伴う、基金への積み立てが増加 

１１億円   （      ７億７千万円・241.4％） 
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２．予算の特色 ～重点施策ごと～                         

（１）超高齢社会など時代を見据えた都市の構築 

  ①超高齢社会に対応した都市づくり 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆ネットワーク型のコンパクトな都市づくり 
   ◇公共交通利用促進事業（８款４項１目：以下８．４．１と表記） 

（予算：９９，３１８千円） 

既存公共交通を維持するとともに、市域内外での円滑な移動が可能とな

るような、利便性の高い公共交通体系の整備を図る。 

 

   ◇コミュニティサイクル利用促進事業（８．４．１）（予算：２２，７００千円） 

マイカーから環境に優しい自転車への転換を促進することや、市民や来

街者の新たな移動手段として活用するために、コミュニティサイクルの利

用促進を図る。 

    

中心拠点に広域的な高次都市機能と都市型住宅を効率的に集積するとともに、

日常の生活圏の中心となる個性ある地域の生活拠点の振興を図ります。 

また、拠点間の連携を強化するため公共交通や幹線道路の整備を図るととも

に、拠点内の移動の利便性を高め、ネットワーク型のコンパクトな都市づくりを

進めることで、市域内の均衡ある発展と水と緑と共生する都市空間の整備を進め

ます。 

老老介護や高齢者の社会的孤立など、深刻化する社会問題を、高齢者自らの自

助努力や公助だけで乗り切ることは困難であり、地域でお互いに支え合う、共助

の仕組みづくりに取組みます。 

また、高齢者の生きがいや活躍の場、交流の場づくりなど、高齢者の社会参加

の促進を図るとともに、買い物や通院など日常生活に困らないよう、買い物弱者

対策をはじめ生活支援策の導入を進めます。 

 

○サイクルポート設置委託            ２０，９００千円 

○登録キャンペーン・イベント実施         １，０００千円 

○バス停上屋整備費補助金            ２，５００千円 

○バスロケーションシステム導入費補助金       ５５０千円 

○路線バス運行事業費補助金（９路線）      ８９，７２９千円 

○ノンステップバス導入費補助金         １，４００千円 
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◇自転車利用促進事業（８．４．１）（予算：２３，２０４千円） 

安全で快適に回遊でき、まちなかを楽しむことができる「自転車が似合

うまちづくり」を目指し、市民や来街者が気軽に自転車を利用できる自転

車利用環境を構築する。 

 

   ◇中心市街地再整備事業（８．４．１）（予算：２９７，９９４千円） 

新たな都市空間の創出と中心市街地の活性化を目指した土地利用を図る

ため、都市環境の改善及び中心市街地の定住促進のための環境整備に取組

む。 

 

◇定住誘導推進事業（２．１．１９）（予算：５９，６９９千円） 

（３月補正予算：１６，０７０千円） 

久留米市に新しい人の流れをつくるため、移住希望者に寄り添った相談

体制の充実や久留米の暮らしやすさの情報発信の強化を図るなど、移住に

向けた支援を行う。 

○は平成２８年度当初予算に、★は平成２７年度３月補正予算に計上している

事業費です。以下、同様に表記しています。 

 

◇住生活推進事業（８．５．１）（予算：１２，６５４千円） 

住宅の質の向上や住宅市場の環境整備及び地域の特性に応じたまちづ

くりを実現するため、多様な世帯に応じた住宅改修等を推進する。 

○優良建築物等整備事業補助金        ２９０，４００千円 

 ・新世界地区（第２期工区）       １０９，８００千円 

 ・銀座地区               １８０，６００千円 

○再開発事業推進事業（ＪＲ久留米駅前第二街区）  ３，０００千円 

○中心市街地地区調査・検討業務委託【新規】   ２，０００千円 

★移住に向けた情報発信事業          １４，５０２千円 

★地域での定住者受け入れ活動支援･移住サポーターの設置【新規】 

８００千円 

★移住・定住総合相談窓口の設置【新規】       ７６８千円 

○移住・定住総合相談窓口の設置【新規】     ２，６６１千円 

○移住コンシェルジュの配置           ９，０４１千円 

○地域おこし協力隊を活用した地域情報の発信支援 ４，７５８千円 

○移住促進イベント等の開催           ２，１８０千円 

 ・移住促進イベント               ９９０千円 

 ・久留米見学ツアー【新規】           ６００千円 

 ・久留米移住体験パック【新規】         ５９０千円 

○移住誘導奨励金               ３８，７２５千円 

○中心市街地駐輪環境整備方針策定【新規】     ３，５００千円 

○西鉄久留米駅周辺自転車駐車場整備【新規】   １８，５００千円 

○空き家活用リフォーム助成            ３，０００千円 

○住宅リノベーションコンペ事業 【新規】     １，５００千円 
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◆支えあう、共助の仕組みづくり 
   ◇地域コミュニティ活動活性化支援事業（２．１．１９）（予算：１，３３０千円） 

地域コミュニティ活動の活性化のため、冊子の作成やホームページの拡

充を通して、情報発信の支援を行う。 

 

◇地域介護予防活動支援事業（介護保険事業特別会計）（予算：３，９７１千円） 

介護施設等におけるボランティア活動を通じて、高齢者が地域に貢献す

ることを積極的に支援するとともに、社会参加・生きがい作りのための活

動の場を創出することで、自身の介護予防につなげる。 

 
◇認知症サポーター等養成事業（介護保険事業特別会計） 

（予算：１，３３６千円） 

認知症になっても安心して暮らせるまちづくりを目指して、認知症につ

いて正しく理解し、地域で認知症の人やその家族を温かく見守り支える認

知症サポーターの養成等を実施する。 

 

 

  ◆高齢者の社会参画と買い物弱者対策など生活支援の充実 
   ◇生活支援交通整備事業（８．４．１）（予算：３２，０３３千円） 

公共交通の利用が不便な地域の移動手段を確保するため、新たな生活支

援交通策として、よりみちバス等を運行する。 

 

   ◇買い物弱者対策事業（７．１．２）（予算：９３９千円） 

地域住民の買い物利便性の向上を図るため、商工団体が取組む買い物弱

者対策への支援を行う。 

○地域コミュニティ活動事例集の作成【新規】      ８３０千円 

○校区まちづくり連絡協議会のホームページ作成に対する支援【新規】 

５００千円 

○生活支援交通（よりみちバス）運行委託    ２８，０４２千円 

 ・北野地域                １４，０２１千円 

 ・城島地域                １４，０２１千円 

○地域交通対策事業費補助金           ２，５００千円 

（コミュニティタクシー）          

 

○買い物支援連携事業費補助金            ９００千円 

 

○よかよか介護ボランティア事業           ３，９７１千円 

 

○認知症サポーター等養成事業           １，３３６千円 
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○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○ネットワーク型のコンパクトな都市づくり 

筑後川堤防道路事業 8 2 3   162,000 

自転車利用促進事業（自転車走行空間整備） 8 2 4   6,000 

中心拠点・地域生活拠点整備事業 8 4 1   3,503 

都市計画関連調査事業 8 4 1   16,936 

幹線道路整備促進事業 8 4 1   6,863 

環状道路整備事業 8 4 3   776,680 

○支えあう、共助の仕組みづくり 

キラリ輝く市民活動活性化事業 2 1 19   50,427 

市民活動・ネットワーク形成支援事業 2 1 19   45,094 

支え合いの仕組みづくり事業 3 1 1   2,787 

成年後見推進事業 3 1 1   22,496 

○高齢者の社会参画と買い物弱者対策など生活支援の充実 

老人いこいの家整備・運営事業 3 1 1   115,395  

高齢者社会参加促進事業 3 1 1   2,521 

高齢者の現役活躍促進事業 5 1 1   404 

 
※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 
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  ②未来を担う人づくり 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆少子化対策の推進 
   ◇結婚・妊娠・出産・子育て希望支援事業（３．２．１）（予算：９８８千円） 

       （３月補正予算：４３，９３６千円） 

若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえるため、切れ目の

ない支援を総合的に推進する。 

 

   ◇子ども発達支援センター機能整備事業（３．２．１） 

（予算：４１，３５０千円） 

発達の遅れや偏りがある乳幼児の心身の発達を促すため、医師・臨床心

理士・言語聴覚士・保育士等が、相談・訓練・療育を行う。 

平成２８年度は発達支援が必要な子どもの早期発見と早期に対応でき

る仕組みづくりを行うため、幼児教育研究所に新たに医師を配置する。 

 

結婚･妊娠･出産･子育ての各段階に対応した必要な支援を総合的に進めるととも

に、待機児童ゼロに向けた対策や学童保育の整備に取組むなど、結婚･妊娠･出産･

子育ての希望がかなうまちを目指します。 

 

教育の面では、子どもたちの｢生きる力｣を育む豊かな心の涵養や学力向上、不

登校対策、いじめゼロ対策に取組むとともに、地域と家庭、学校が連携して子ど

もの成長を支える仕組みを構築します。 

また、子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されないよう、必要

な環境整備や、子どもや保護者に寄り添う支援に取組むなど、子どもの貧困対策

を進めます。 

★企業・団体婚活支援ネットワークの運営【新規】 ５，０２０千円 

★結婚・妊娠・出産・子育て支援総合情報サイトの構築【新規】 

２，９１６千円 

★結婚新生活支援補助金【新規】        ３６，０００千円 

○子育て便利マップ                 ７８９千円 

○発達支援巡回相談業務委託           ２，７１４千円 

○発達支援訓練業務委託            ２０，６８４千円 

○医師の配置                 １０，３９１千円 
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◇保育所給食充実事業【新規】（３．２．１）（予算：５８，２６５千円） 

子どもの健康増進及び子育て家庭の負担軽減を目的として、市内すべて

の認可保育所等で保育認定を受けた３歳以上児に対して主食の提供を行

う。 

 

◇待機児童解消事業（３．２．１）（予算：３７７，１０８千円） 

待機児童の解消を目指し、受入定員の増加と保育施設の環境改善を図る

ため、保育所および認定こども園の増改築等に対し、その経費の一部を助

成する。 

    

◇病児保育事業（３．２．１）（予算：６６，２５０千円） 

保護者の仕事と子育ての両立を支援するため、子どもが病気や回復期に、

家庭で子どもを看ることができず、保育所等での預かりが困難な家庭に対

し、専用の保育施設での一時預かりを行う。 

 

保育定員数 

平成２７年度末：８，９６３人 

平成２８年度末：９，００５人（４２人増） 

※繰越事業による定員増等を含む 

○私立保育所・認定こども園給食充実補助金   ５０，１７４千円 

○公立保育所での提供に係る経費         ８，０９１千円 

○私立保育所施設整備事業          １９３，０１３千円 

・増改築等（１園：定員増２０名）    １２５，６３５千円 

・環境改善等（５園）           ６７，３７８千円 

○認定こども園施設整備事業         １８４，０９５千円  

・保育機能創設（１園：定員増１０名）   ４１，５５０千円 

・環境改善（７園）           １４２，５４５千円 

○病児保育事業費補助金（３ヶ所→４ヶ所）        ６６，２５０千円 

≪平成２８年度の主な拡充項目≫ 

・新規一時預かり施設の開設 

・地域への支援（感染症予防策等の情報提供） 
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◇学童保育所運営事業（３．２．４）（予算：４３９，４３２千円） 

子どもたちが安全で有意義な放課後を過ごすため、昼間保護者のいな

い家庭の低学年児童などの預かりを実施する。 

また、保護者のニーズに的確に対応するため、高学年児童の預かりを順

次開始する。 

 

◇学童保育所整備事業（３．２．４）（予算：２２５，６５３千円） 

学童保育事業の安全の確保と児童の保育環境の充実のため、利用児童の

増加で狭あい化している学童保育施設の増改築等を行う。 

  
◇特定不妊治療費助成（４．１．１）（予算：９２，４５４千円） 

不妊治療（体外受精・顕微授精）を希望する夫婦への支援の充実を図る

ため、初回の治療への助成上限額を拡充するとともに、男性不妊治療を

助成対象として新たに加え、その費用の一部を助成する。 

 

 

○学童保育所運営委託料           ４３９，４１８千円 

 ≪平成２８年度の主な拡充項目≫ 

・高学年児童の受入の拡大（２３校区） 

・生活保護受給世帯の利用料減免の拡大 

 ・正指導員の処遇改善 

○鳥飼校区（増築）              ７３，１０２千円 

（８０名増：７６名→１５６名） 

○日吉校区（改築）［工期：平成２７～２８年度］   ５５，２５１千円 

（６０名増：６０名→１２０名） 

○篠山校区（増築）［工期：平成２８～２９年度］  ４９，４８８千円 

（８０名増：８２名→１６２名） 

○西牟田校区（増築）             ３５，７３８千円 

（４０名増：４９名→８９名） 

○設計委託                   ９，６４２千円 

（上津、荒木、京町校区） 

定員数 

  平成２７年度末：７７クラブ ３，３３０人 

  平成２８年度末：８３クラブ ３，５３０人※ 

※学校施設を活用する北野校区２０名増分を含む 

○特定不妊治療費助成             ８９，６００千円 

○男性不妊治療費助成              ２，８００千円 
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◇乳幼児等医療費助成（３．２．５）（予算：１，０４１，６６０千円） 

乳幼児等の保健を向上し、福祉の増進を図るとともに、子育て世代の経

済的負担を軽減するため、通院に係る医療費助成を中学３年生までに拡充

する。 

 

（平成２８年９月まで） 

○通院に係る医療費助成：小学３年生まで 

   助 成 の 方 法：現 物 給 付 

   自 己 負 担：３ 歳 未 満《  無  し  》 

６ 歳 就 学 前《  ６００円／月》 

小学３年生まで《１，０００円／月》 

○入院に係る医療費助成：中学３年生まで 

助 成 の 方 法：就学前まで現物給付、就学後は償還払い 

自 己 負 担：３ 歳 未 満《  無  し  》 

中学３年生まで《５００円／日又は 

３，５００円／月》 

（平成２８年１０月より） 

○通院に係る医療費助成：中学３年生まで 

   助 成 の 方 法：現 物 給 付 

自 己 負 担：３ 歳 未 満《  無  し  》 

６ 歳 就 学 前《  ６００円／月》 

小学６年生まで《１，０００円／月》 

中学３年生まで《３，５００円／月》 

○入院に係る医療費助成：中学３年生まで 

助 成 の 方 法：現 物 給 付 
自 己 負 担：３ 歳 未 満《  無  し  》 

中学３年生まで《５００円／日又は 

３，５００円／月》 

 ※拡充による影響額： ６４，９９５千円（扶助費のみ） 

  通年ベースの影響額：１９４，９８５千円（見込） 

＜乳幼児等医療費助成制度の拡充の経緯＞ 

平成２５年１０月 

乳幼児等の通院に係る医療費助成の対象を「就学前まで」から

「小学３年生まで」に拡充。 

平成２６年１０月 

乳幼児等の入院に係る医療費助成の対象を「小学６年生まで」

から「中学３年生まで」に拡充。 

 

※二重下線が拡充部分 
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◆生きる力を育む教育の充実 
◇学校ＩＣＴ環境再構築事業【新規】（１０．１．３） 

（予算：２０５，７８１千円） 

きめ細やかな学習指導・生徒指導への活用や、優れたデジタルコンテン

ツ（学習教材・指導案）の共有化を図ることを目的とし、教育イントラネ

ットを構築するとともに、校務支援システムの導入を行う。 

 

◇くるめ学力アップ推進事業 （予算：９４，０９５千円） 

 

【小学校】（１０．２．２）（予算：６０，３７８千円） 

○少人数授業の実施             ４４，９６４千円 

一人ひとりの児童へのきめ細かな学習指導を行うため、学校の

状況に応じて非常勤講師を配置し、少人数授業を実施する。 

 ・第３・４学年での実施 １９名配置 

○学力向上支援員の配置【新規】       １１，８３２千円 

確かな学力の育成に向けて、授業改善・補充学習・学習規律の

確立にかかる支援を行う支援員を配置する。 

 ・第５学年での実施 ５校に配置 

○学習習慣定着支援事業            ３，５８２千円 

児童の自学自習の習慣を定着させるため、地域住民や大学生等

のボランティアを派遣して放課後等に学習支援を行う。 

 ・全校（４６校）で実施 

 

【中学校】（１０．３．２）（予算：３３，７１７千円） 

○学力向上コーディネーターの配置      ２７，４９７千円 

教務担当主幹教諭を、学力向上の核となって企画・立案及び調

整等を行うコーディネーターに指名し、当該職務に専念するため

に必要となる非常勤講師を配置する。 

・全校（１７校）で実施 

○学習習慣定着支援事業            １，３６０千円 

生徒の自学自習の習慣を定着させるため、地域住民や大学生等

のボランティアを派遣して放課後等に学習支援を行う。 

・全校（１７校）で実施 

○学習支援（くるめっ子塾）          ４，８６０千円 

学力の定着と子どもの居場所づくりのため、中学生を対象とし

た無料の学習支援塾「くるめっ子塾」を実施する。 

○学校イントラネットの構築          ８４，７１９千円 

○校務支援システムの導入          １２０，２４２千円 
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   ◇学校英語教育充実事業【新規】（予算：１４，４５２千円） 

 
◇不登校対策総合推進事業（予算：４７，７３２千円） 

       

◇学校校舎改築事業（予算：２，５７９，４１２千円） 

安全で快適な教育環境を確保し、教育内容や方法の変化に的確に対応す

るため、老朽化している学校施設の改築を行う。 

 

   

【小学校】（１０．２．２）（予算：５，１５６千円） 

小学校教員の英語力の育成と外国語活動における実践的指導力向

上を目指すため、集中研修を実施する。 

○小学校教員英語研修 

 

【中学校】（１０．３．２）（予算：９，２９６千円） 

生徒に対する英語学習への動機付けや英語運用能力の向上を図る

ため、宿泊型研修の実施や英語検定の受検を行う。 

○中学生イングリッシュキャンプ        １，９２３千円 

○英語検定受検                ７，３７３千円 

 ・対象：中学校３年生（全員） 

【小学校】（１０．２．３）（予算：１，９６８，８６８千円） 

○日吉小学校［工期：平成２７～２８年度］  １，１８１，９２７千円 

○篠山小学校［工期：平成２８～３０年度］    ７１５，２７７千円 

○京町小学校：実施設計等          ６６，７６４千円 

 

【中学校】（１０．３．３）（予算：６１０，５４４千円） 

○屏水中学校［工期：平成２７～２９年度］    ６０９，８７１千円 

【小学校】（１０．２．２）（予算：１４，１８１千円） 

各学校が生徒指導サポーターと連携を図りながら、不登校や不登

校傾向にある児童に対する早期からの支援を行う。 

○生徒指導サポーターの配置（小学校１７校） 

 

【中学校】（１０．３．２）（予算：３３，５５１千円） 

不登校や不登校傾向にある生徒に校内での居場所をつくり、自分

の教室に復帰できるような支援を行う。 

○校内適応指導教室の設置（全中学校１７校） 



- 13 - 

◇校舎等長寿命化事業（予算：６４８，４２１千円） 

学校施設の長寿命化を図るために、校舎等の改修等を実施する。 

 

 

◆子どもの貧困対策 
◇就学支援事業（３．１．１）（予算：１２，１１１千円） 

貧困の連鎖を防止するため、生活困窮世帯の子どもに対する就学支援や

保護者に対する養育・進学の訪問相談を行う。 

 

◇子ども食堂支援事業【新規】（３．２．１）（予算：５，０００千円） 

様々な家庭の事情を抱えた子どもの生活向上を図るため、食事の提供を

行うとともに、地域との交流や生活習慣の習得の支援などを行う。 

 

◇高等職業訓練促進給付金等事業（３．２．３）（予算：５１，７３５千円） 

ひとり親家庭の経済的な自立を図るため、就職に有利であり、且つ生活

の安定に資する資格の取得を目指すひとり親家庭の父または母に対して支

援を行う。 

 

◇ひとり親家庭高卒認定試験合格支援事業【新規】（３．２．３） 

（予算：３５０千円） 

ひとり親家庭の自立や生活安定を図るため、民間事業者などが実施する

対策講座等を受講し、高等学校卒業程度認定試験の合格を目指すひとり親

家庭の父、母、または子どもに対して支援を行う。 

○居場所型就学支援事業             ５，８１１千円 

○訪問型就学支援事業              ６，３００千円 

○受講修了時給付金                 ２００千円 

○合格時給付金                   １５０千円 

○子ども食堂事業費補助金            ５，０００千円 

 ・運営費補助                ３，０００千円 

 ・開設準備補助               ２，０００千円 

○訓練促進給付金                ５０，４６０千円 

○修了支援給付金                 １，２７５千円 

 

【小学校】（１０．２．１）（予算：２９３，９８６千円） 

外壁７校、防水４校、屋体外部改修２校、便所５校など 

【中学校】（１０．３．１）（予算：１６０，８９０千円） 

外壁４校、防水３校、屋体床改修１校、便所４校など 

【特別支援学校】（１０．４．１）（予算：８９，０２２千円） 

外壁、防水、便所 

【高等学校】（１０．５．１）（予算：１０４，５２３千円） 

外壁、便所、空調改修 
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◇子どもの居場所づくり事業【新規】（３．２．３）（予算：１２，０００千円） 

ひとり親家庭の子どもの生活向上を図るため、学校終了後に生活習慣の

習得、学習の支援、食事の提供等を行う。 

 

 

○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○少子化対策の推進             

障害児・者発達支援事業 3 1 1   3,560 

すくすく子育て２１事業 3 2 1   4.200 

私立保育所運営費助成事業 3 2 1   210,756 

認定こども園運営費助成事業 3 2 1   42,953 

子ども総合相談事業 3 2 1   194 

公立保育所整備事業 3 2 4   60,898 

公立保育所給食調理委託事業 3 2 4   23,511 

母子保健事業 4 1 1   393,271 

小児救急医療事業 4 1 1   11,244 

○生きる力を育む教育の充実             

非行を生まない社会づくり事業 3 2 7   8,994 

特別教室環境維持推進事業 10 2 1 など  46,310 

学校給食の充実 10 2 1 など  613,727 

コミュニティ・スクール推進事業 10 2 2 など  26,778 

○子どもの貧困対策             

子ども総合相談事業《再掲》 3 2 1   194 

児童扶養手当の支給 3 2 3   1,794,829 

ひとり親家庭等就業・自立支援事業 3 2 3   3,127 

スクールソーシャルワーカー活用事業 10 1 2   11,102 

くるめ学力アップ推進事業《再掲》 10 2 2 など  94,095 

 

 ※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 

 

○子どもの居場所運営業務委託料         ９，０００千円 

○子どもの居場所環境整備費補助金        ３，０００千円 
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（２）幸せを実感できる市民生活の実現 

  ①人権の尊重、男女共同参画のまちづくり 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

  ◆人権の尊重と人権擁護の地域づくり 
   ◇全市的な人権啓発事業の推進（１０．６．１）（予算：１０，５３７千円） 

人権意識の高揚、確立を図るため、同和問題啓発強調月間や人権尊重週

間で講演会等の啓発事業を行う。 

 

   ◇地域人権啓発の推進（３．１．１）（予算：１０，８１０千円） 

人権意識の高揚、確立を図るため、小学校区の人権啓発推進協議会の活

動を通して、校区における人権啓発を推進する。 

 

 

  ◆男女共同参画の推進 
   ◇女性活躍促進事業（２．１．１６）（予算：１，８３１千円） 

女性が経済的・社会的に自立し、希望する分野で活躍できる男女共同参

画社会づくりを進めるため、就業（継続）支援、人材育成、働く場や地域

での女性の活躍を進めるための取組みを行う。 

 

   ◇ワーク・ライフ・バランス推進事業【新規】（５．１．１） 

（予算：４，２００千円） 

従業員の仕事と家庭の両立を支援するため、ワーク・ライフ・バランス

の推進に取組む企業に対し、育児休業の取得促進や多様な勤務形態の導入、

研修などにかかる経費の一部を助成する。 

一人ひとりの市民が人権意識を高め、互いの個性を尊重し合い、相手を理解して

共に生きる社会の形成を進めるとともに、差別事件や虐待事件等から市民の人権を

擁護する対策に積極的に取組みます。 

また、男女共同参画社会の実現に向けて、女性の市政への参画をはじめ、地域活

動における男女共同参画の促進、農業をはじめ各分野における女性の人材育成、女

性の就労支援、ＤＶ対策の充実などに取組みます。 

 

○男女共同参画サポーター養成講座【新規】      ５６６千円 

○女性のための政策参画講座             ５６８千円 

○女性のための政策参画講座（地域版）        １３３千円 

○次世代男女共同参画促進事業             ９０千円 

○働く女性のための就労継続支援事業         １５８千円 

○起業支援セミナー                 ３１６千円 

○ワーク・ライフ・バランス推進事業費補助金    ４，２００千円 
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◇女性労働者の活躍促進事業（５．１．１）（予算：２，４４５千円） 

     女性が活躍できる職場環境づくりを促進するため、企業の経営者等に対

し、女性活躍に関する啓発を行う。また女性の就業率の向上を図るため、

子育て中の女性に対し、就職に関する情報提供と就労相談を行う。 

    

 

 ○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○人権の尊重と人権擁護の地域づくり            

人権・同和対策事業 3 1 1    49,035 

成年後見推進事業《再掲》 3 1 1    22,496 

児童虐待対策事業 3 2 1    3,839 

学校人権・同和教育事業 10 1 2    27,296 

学校人権・同和教育実践研究事業 10 2 2 など  3,000 

中学校人権教育・啓発推進事業 10 3 2   7,110 

○男女共同参画の推進            

男女平等推進センター事業 2 1 16    10,881 

ＤＶ・性暴力対策推進事業 2 1 16    2,290 

ＤＶ被害者支援事業 3 1 1    808  

ＤＶ対策支援事業 3 1 1    1,600  

 

 ※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 

 

 

○子育て女性のためのしごと相談カフェ【新規】  １，２５４千円 

○女性活躍推進セミナー               ６１５千円 

○女性管理職養成講座                ５７６千円 
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  ②健康で安心して暮らせるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
  ◆健康寿命の延伸 
   ◇健康のびのびプロジェクト事業（４．１．１）（予算：９，４６９千円） 

「第２期健康くるめ 21」計画の基本目標に掲げる「健康寿命の延伸」

を図るため、生活習慣病の発症予防と重症化予防などを基本視点として、

身体活動・運動の推進や健診の受診率向上など、一次予防に重点を置いた

取組みを強化し、市民の健康づくりを効果的に支援する。 

 

   ◇地域医療連携事業（４．１．１）（予算：３２，９８７千円） 

 

 

  ◆保健、福祉の充実 
   ◇障害者相談支援事業（３．１．１）（予算：５６，１５５千円） 

地域における障害者への相談支援の中核的な役割を担う「基幹相談支援

センター」を設置し、相談支援体制の充実強化を図る。 

 

◇自殺予防対策事業（４．１．１）（予算：３，７５６千円） 

地域や関係団体等と連携して、市民一人ひとりの心身の状況に応じた健康づくり

を支援し、保健、医療、福祉の充実により、健康寿命の延伸に取組みます。 

また、介護や生活支援、各種相談など生活に密着した保健、福祉を充実し、高齢

者や障害者など誰もが安心して暮らせるまちづくりを進めます。 

○コールセンター事業（予約受付・再発行受付等） ６，５９９千円 

○健康くるめ２１フェスタ事業          １，０５８千円 

○ラジオ体操推進事業                ７８２千円 

・ラジオ体操指導員養成講習会【新規】      １００千円 

・ラジオ体操環境整備支援事業【新規】      ２０６千円 

○基幹相談支援センター運営委託【新規】     ４８，４０４千円 

○ドクターカー運行事業費負担金        ３１，３８９千円 

重症患者の救命率向上及び後遺症軽減のため、久留米大学病院、久

留米広域消防本部の協力のもと、医師、看護師が救急車に同乗して現

場に向かう久留米市ドクターカーについて、運行時間・エリアを拡大

した本格運行を実施する。 

○こころの相談カフェ運営委託【新規】      １，５５０千円 

これまで、保健所などの公的機関に相談することができず、生きづ

らさを抱えた市民を対象に、専門のカウンセラーに相談できる場を提

供する。 
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◇生活困窮者自立支援事業（３．１．１）（予算：４６，８１５千円） 

多様で複合的な課題を抱える生活困窮者に対し、経済的・社会的な自立

をワンストップで包括的に支援するため、既存の相談支援事業を強化する

とともに、家計相談や就労訓練、一時生活支援といった国が示す任意事業

を全て実施する。 

 

◇介護予防普及啓発事業（介護保険事業特別会計）（予算：４５，９９８千円） 

認知機能のスクリーニングと介護予防事業を一体的に実施することで、

効果的な認知症予防に取組むとともに、地域での介護予防を促進するため

に、専門講師の派遣を充実する。 

 

◇地域包括ケアシステム推進事業（介護保険事業特別会計） 

（予算：１１４，３３５千円） 

住み慣れた地域で、自立した生活が送れるように「医療」、「介護」、「介護

予防」、「住まい」、「日常生活の支援」が包括的に確保される仕組みを構築す

る。 

 
 

  

○在宅医療・介護連携の推進           ３，４６５千円 

○認知症施策の推進              ５０，１１３千円 

 ・認知症総合支援事業【新規】       １０，２６６千円 

○地域ケア会議の推進             ３９，１２９千円 

○生活支援サービスの体制整備【新規】     １６，５８１千円 

○介護予防・日常生活支援総合事業        ５，０４７千円 

○生活困窮者自立相談支援事業         ２８，２５９千円 

○住居確保給付金                ３，７９４千円 

○家計相談支援事業【新規】           ４，５８６千円 

○就労準備支援事業【新規】           １，０７８千円 

○一時生活支援事業【新規】           ８，７４８千円 

○にこにこステップ運動             １３，５６２千円 

○認知機能スクリーニング（チェックリスト）【新規】  ９６１千円 

○ドレミ♪で介護予防               ５，７２７千円 

○おたっしゃ出張講座              １２，１２７千円 



- 19 - 

○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○健康寿命の延伸            

健康ウォーキング事業 4 １ １   3,000 

健康増進事業 4 1 2   533,121 

山苞の道歩道等整備事業 8 2 3   20,000 

コミュニティサイクル利用促進事業《再掲》 8 4 1   22,700 

自転車利用促進事業《再掲》 8 4 1   23,204 

まちなかの歩きたくなる道づくり事業 8 4 1   3,000 

住区基幹公園整備事業 8 4 4   241,142 

総合型地域スポーツクラブ支援事業 10 7 1   788 

市民スポーツ推進事業 10 7 1   87,932 

○保健、福祉の充実            

重症心身障害児・者地域生活支援事業 3 1 １   5,288 

ひとり親家庭等就業・自立支援事業《再掲》 3 2 3   3,127 

こころのケア対策推進事業 4 1 1    1,656 

 ※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 
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  ③安全に暮らせるまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ◆国際基準の安全、安心のまちづくり 

◇交通安全関連団体助成（２．１．１４）（予算：１２，５１７千円） 

交通モラル・マナーの回復に向けた交通安全道徳の高揚を図り、悲惨な

交通事故を抑止するため、地域の交通安全リーダーの委嘱及び各種交通安

全団体への補助を行う。 

 

◇街頭防犯カメラ設置事業（２．１．１９）（予算：１４，１０２千円） 

安全に安心して暮らせるまちづくりの実現のため、犯罪抑止効果の高い

防犯カメラを街頭に設置する。また、校区等が行う防犯カメラの設置費用

に対する補助を行う。 

 

◇セーフコミュニティ推進事業（２．１．１９）（予算：５，８６８千円） 

「安全で安心して暮らせるまちづくり」を目指し、市民、地域コミュニ

ティ組織、行政、関係機関などが連携・協働して、けがや事故の予防を目

指すセーフコミュニティ活動を推進する。 

交通安全、子どもの安全、高齢者の安全、犯罪･暴力の予防、自殺予防、防災を

重点６分野としたセーフコミュニティによる国際基準の安全･安心のまちづくり

をソフト･ハードの両面から市民との協働で進めます。 

さらに、東日本大震災や九州北部豪雨を教訓に、災害に強いインフラ整備を進

めるとともに、市民が自らの命や財産を守る「自助」、地域で協働して地域の安

全を守る「共助」、行政や防災関係機関の活動である「公助」のそれぞれの災害

対応能力を高めます。 

環境問題への対応としては、環境へ配慮した取組みの普及拡大や、ごみの減量・

分別リサイクルを推進していくとともに、環境啓発・環境学習の拠点として、宮

ノ陣クリーンセンターを活用し、環境学習の支援や環境啓発の強化を図ります。 

 

○街頭防犯カメラの設置            １１，１０２千円 

 ・新設地区：宮ノ陣駅周辺・大善寺駅周辺   ９，３１３千円 

○防犯カメラ設置費補助金【新規】        ３，０００千円 

○交通安全指導員の委嘱             ３，６１８千円 

○各種安全団体への助成             ８，８７７千円 

○普及啓発                   ２，６７４千円 

○推進協議会・対策委員会・外傷等動向調査委員会 １，６８１千円 

○セーフコミュニティ推進支援          １，１２２千円 

○セーフコミュニティ関連会議出席・関係機関訪問   ３９１千円 
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◆災害に強い都市づくり 
◇防災対策強化事業（８．１．１）（予算：５３，７２３千円） 

市民の安全・安心な生活を守るため、大規模災害に備え、防災に対する

意識や技術の向上を図るとともに、避難体制や避難所の充実を図る。 

 

◇耐震改修促進事業（８．１．２）（予算：３０，８８７千円） 

地震による建築物崩壊などの被害から、市民の生命、身体及び財産を保

護するため、既存建築物の耐震診断や耐震改修工事の費用の一部を助成す

る。 

 

 

◆環境問題への対策強化 
◇上津クリーンセンター改修事業（４．２．２） 

（予算：１，０１２，６１４千円） 

上津クリーンセンター長寿命化計画に基づき、第２期改修工事を実施する。 

 

◇ごみ減量分別・リサイクル推進事業（４．２．２） 

（予算：１，１７２，７２０千円） 

ごみ減量と限られた資源の有効活用をより一層促進し、循環型社会を構築

する。 

○共同住宅耐震診断補助金            ２，３５８千円 

○木造住宅耐震改修事業費補助金         ３，０００千円 

○大規模建築物耐震化促進事業費補助金【新規】 ２４，０００千円 

○耐震改修促進広報活動費              ９９５千円 

○指定避難所表示板設置            １４，８８３千円 

○非常用備蓄品等の充実             ９，９２９千円 

○防災行政無線の整備              ７，８６１千円 

○自主防災組織育成事業費補助金         ３，０００千円 

○ごみの収集運搬            １，０７９，２５９千円 

・可燃物・粗大ごみ収集業務       ６１９，８３６千円  

・資源物収集業務            ３７１，７５４千円 

・収集容器配布回収業務          ７４，５０８千円 

○分別推進員事業               ８８，９１１千円 

・古紙・布類回収事業費補助金       ２６，３０４千円 

・廃棄物減量推進員報酬          ３７，３９２千円 

 ・分別推進事業費補助金          ２４，５３６千円             

○プラント設備改修工事          １，０１２，０００千円 
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◇環境まなびのまちづくり事業（４．３．１）（予算：１０，６１１千円） 

地球環境問題の現状や、持続可能な社会の構築に向けて求められている

取組みの必要性について、市民や事業者に理解を深めてもらい、主体的な

環境配慮行動と各主体の協働による環境配慮行動を促進することを目的

に、環境学習・啓発事業を実施する。 

 
◇環境関連産業支援事業（４．３．１）（予算：１，９４０千円） 

環境・エネルギー関連産業における事業者間の交流や相互連携を促進し、

地球間環境問題の解決に資する新製品や新技術の開発のきっかけとなる

よう支援を行う。 

 

◇新エネルギー政策推進事業（４．３．１）（予算：６，２５８千円） 

エネルギー利用効率を高めることで、温室効果ガス排出量削減を促進する

エネファームの普及を図るとともに、市の地域特性に適した新エネルギーに

ついて調査・研究を行う。 

 

 

○環境フェア                  ３，５６４千円 

○くるめ環境カレッジ                 ５４２千円 

○夏休み親子再生可能エネルギー工作教室【新規】    １７９千円 

○環境教室                             ４７７千円 

○生ごみリサイクルアドバイザー派遣事業        ４７９千円 

○環境交流プラザでの環境啓発イベント等の開催【新規】 

２，５７０千円 

○エネファーム設備導入費補助金          ６，０００千円 
 

○セミナーの開催                  ６１５千円 

○グループミーティングの開催            ３８４千円 

○個別相談会の実施                 ５４０千円 
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○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○国際基準の安全、安心のまちづくり            

地域の体感治安向上事業 2 1 19   4,552 

防犯灯設置推進事業 4 3 1   72,841 

学校周辺安全対策事業 8 2 4    61,495 

○災害に強い都市づくり            

予防的道路補修事業 8 2 2   363,400 

橋りょう長寿命化事業 8 2 5   133,000 

橋りょう耐震補強事業 8 2 6   338,000 

東部河川防災ステーション整備事業 8 3 2   2,000 

消防施設等拡充事業 9 1 3   92,500 

○環境問題への対策強化            

北部一般廃棄物処理施設建設事業 4 2 4   102,252 

環境美化促進事業 4 3 1   2,701 

環境負荷低減行動推進事業 4 3 1   6,198 

自然環境の保全と共生事業 4 3 1    1,277 

※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 
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④文化芸術、スポーツを活かしたまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ◆文化芸術の振興 

◇美術館事業（１０．６．１）（予算：４４９，９５４千円） 

平成２８年１０月に石橋美術館の運営が、市へ移行することに伴い、新

たな美術館がビジョン・コンセプトに基づき、文化芸術の発信・創造の拠

点として発展していくよう、円滑な管理運営を行う。 

 

◇久留米シティプラザ事業【新規】（１０．６．８） 

（予算：７１２，６１４千円） 

   

久留米シティプラザや美術館を核として、音楽や演劇、展覧会などの楽しみを創

り出すとともに、市民が主役になった文化芸術活動の振興を図ります。特に、音楽

を活かして人とまちを元気にするような、音楽があふれるまちづくりを進めます。 

また、スポーツの振興は、久留米総合スポーツセンター内の総合的な体育施設の

整備や、身近な運動の場の整備を進めながら、目的に応じて健康づくり等を進めら

れるスポーツ活動の場や機会の充実を図り、生涯を通じた市民スポーツや競技スポ

ーツの振興に取組みます。 

 

○文化創造事業               １９４，６２０千円 

上質で多様な文化芸術を鑑賞する機会の提供や、市民の文化芸術

活動支援及び教育普及事業を実施する。 

 ・ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団公演 ９２，５５６千円 

 ・久留米ベートーヴェン・プロジェクト公演 １０，２６０千円 

 ・久留米たまがる大道芸事業（夏・冬）   １４，７９７千円 

 ・特別大茶会事業              ９，５００千円 

 ・tupera tupera ワークショップ事業      ５，９２５千円 

 ・「ダン鉄」事業               ５，５０７千円 

 ・その他自主事業             ５６，０７５千円 

○魅力向上・発信事業             ４６，７６５千円 

久留米シティプラザの魅力を高めるとともに、情報を広く発信す

るため、広報活動などを行う。 

○施設管理費                ４７１，２２９千円 

○美術館改修委託【新規】           １４５，０００千円 

○美術館指定管理料【新規】          １０９，３５４千円 

○美術品購入費                １００，０００千円 

○美術館準備経費補助金【新規】         ７１，６２０千円 

○美術振興基金積立金              １５，５７７千円 
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◆スポーツの振興 
   ◇総合武道館整備事業（１０．７．２）（予算：８９１，５４２千円） 

（３月補正予算：５９１，０００千円） 

久留米総合スポーツセンター内の体育館及び武道館、弓道場の一体的な

改築を福岡県と連携して行い、総合的な体育施設を整備する。 

 

 

 ○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○文化芸術の振興            

市民文化振興体制の充実 10 6 1   272,740 

音楽によるまちづくり推進事業 10 6 1   18,684 

○スポーツの振興            

住区基幹公園整備事業《再掲》 8 4 4   241,142 

スポーツ大会振興事業 10 7 1   8,507 

総合型地域スポーツクラブ支援事業《再掲》 10 7 1   788 

市民スポーツ推進事業《再掲》 10 7 1   87,932 

 
 ※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 

 
 

★県施行事業地元負担金           ５９１，０００千円 

 ・改築工事               ５６７，８６５千円 

 ・解体工事                ２３，１３５千円 

○県施行事業地元負担金           ８８５，３８８千円 

 ・改築工事               ８５２，１３５千円 

 ・解体工事                １６，７７０千円 

 ・上空通路実施設計             ８，４７１千円 

○電柱等移転補償金               ６，１５４千円 
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（３）住み続けたいと思える、住み続けられる地域社会の形成 

  ①特長を活かした地域産業の元気づくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  ◆職業として選択できる農業の実現 
◇青年･女性農業者育成事業（６．１．３）（予算：１１５，９５７千円） 

（３月補正予算：２，０７０千円） 

次世代の担い手を確保・育成するため、就農前の農業技術の習得や就農後

の経営力向上のための支援を行うとともに、青年農業者や女性農業者の育

成・活動支援を行う。 

 

◇園芸農業等総合対策事業（６．１．３）（予算：９４８，６２０千円） 

（３月補正予算：２７，０００千円） 

久留米市の園芸農業が高い収益性と活力ある産地を形成し、持続的発展を

図るため、先進技術の導入や省力機械等の整備にかかる経費の一部を助成す

る。 

収益性の高い農業経営の実現を支援し、若者にとっても職業として選択できる魅

力ある農業の実現を図るとともに、農村地域の活性化や緑化木の振興を目指して、

地域資源を活用した｢みどりの里づくり｣を、地域との協働により積極的に展開しま

す。 

商工業については、既存産業の技術革新、高付加価値化や新産業の創出、農商工

連携を進めるとともに、アジアへの販路開拓の支援など、農商工業の元気づくりに

取組みます。また、自動車関連産業など戦略的企業誘致を一層推進するとともに、

その受け皿となる新しい産業団地の整備に取組みます。 

 

★担い手確保・経営強化支援事業費補助金（ＴＰＰ関連）【新規】 

２７，０００千円 

○活力ある高収益型園芸産地育成事業費補助金 ７５０，０７９千円 

○強い園芸農業づくり対策事業費補助金     ９８，７６２千円 

○産地パワーアップ事業費補助金【新規】    ８９，６３６千円 

★くるめでやってみん農・就農なんでん応援事業  ２，０７０千円 

・農業実践研修事業費補助金【新規】     １，８００千円 

・担い手育成支援協議会補助金          ２７０千円 

○担い手育成支援協議会補助金          １，３５０千円 

○女性農業者活躍促進事業費補助金【新規】    ２，４８２千円 

○青年就農給付金              １１２，１２５千円 
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◇久留米産農産物の販売力強化事業（６．１．３）（予算：１７，５１９千円） 

農業所得の向上につなげるため、久留米産農産物のブランド化、農産物

輸出、６次産業化や農商工連携など、久留米産農産物の販売力強化に向け

支援を行う。 

 
   ◇みどりの里づくり事業（６．１．３）（７．１．４） 

（予算：４８，９７５千円） 

地域の活性化と緑花木産業の振興を目指すため、みどりの里づくりエリア

に数多く点在する地域資源を活用した取組みを実施する。 

 

 

◇畜産経営体質強化対策事業（６．１．４）（予算：４３９，０９５千円） 

畜産農家の経営安定や生産性の向上を図るため、飼養規模の拡大や機械化、

優良種の導入など、生産基盤の強化を図る経費の一部を助成する。 

 

   

○農産物ブランド化事業             ５，８６６千円 

  ・久留米ブランド農産物のトップセールス   １，７５５千円 

○農産物輸出促進事業              ４，８７４千円 

 ・海外販路開拓チャレンジ事業（香港）【新規】 １，０８９千円 

○６次産業化推進事業              ３，０７９千円 

 ・６次産業化推進事業費補助金        ３，０００千円 

○農商工連携推進事業              ３，７００千円 

 ・農商工連携見本市の開催          ２，４００千円 

○みどりの里地域活性化事業          １０，７８４千円 

・耳納北麓地域農業体験等事業【新規】    １，４８７千円 

・フルーツ観光モデル事業費補助金【新規】  ３，０００千円 

・久留米つばきフェア補助金         ３，１００千円 

・世界のつばき館のイベント運営       ３，０００千円 

○みどりの里整備事業              ９，６７０千円 

○世界のつばき館施設維持管理費        １３，６３２千円 

○強い畜産業づくり対策事業費補助金     ３６２，１３２千円 

○優良乳用基礎雌牛受精卵導入事業費補助金【新規】１，８００千円 

○優良乳用基礎雌牛導入事業費補助金（育成牛）  １，６３７千円 
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◆商工業の元気づくり 
◇雇用・就労推進事業（５．１．１）（予算：２，１４９千円） 

（３月補正予算：１４，６００千円） 

次代を担う若い世代の地元企業への就労促進や働きやすい職場環境の

整備を図るため、産学官金労一体となって、地元企業の魅力発信や合同会

社説明会などを実施する。 

 

◇創業支援事業（７．１．２）（予算：１１６，３４８千円） 

（３月補正予算：７，５００千円） 

地域経済の活性化、雇用の促進を図るため、創業に係る融資制度の実施、

関係機関のネットワークを活用した支援や移住者向けの創業支援などを

行う。 

 

◇ビジネスインキュベーション支援事業（７．１．２） 

（予算：１０，２９８千円）（３月補正予算：１３，１７９千円） 

独自の技術やアイデアをシーズとした起業や事業拡大を促進するため、

久留米ビジネスプラザを中心とした産学官金の連携によるビジネス支援

を行うとともに、知的財産の普及啓発を促進する。 

 

◇地域企業育成事業（７．１．２）（予算：３４，５３７千円） 

地域経済の活性化を図るため、地域企業が取組む商品開発や販路開拓を

支援する。 

 

 

★ビジネスインキュベーション事業費補助金   １３，１７９千円 

○ビジネスインキュベーション事業費補助金    ５，１７３千円 

○知的財産普及活用推進事業費補助金       ４，８３３千円 

★移住創業促進事業費補助金【新規】       ７，５００千円 

○中小企業新規開業資金預託金        １１２，０００千円 

○ものづくり振興事業             ２４，５２８千円 

○久留米広域商談会等の開催           ２，９３２千円 

○中小企業経営改善支援事業           ３，５８５千円 

○販路開拓促進事業【新規】           ３，１００千円 

★久留米市雇用・就労推進協議会補助金     １４，６００千円 

 ・採用力・指導力向上セミナーの開催【新規】   ７６２千円 

 ・インターンシップの普及促進【新規】    １，１６０千円 

 ・地元中小企業の魅力発信          ６，２２０千円 

 ・若者向け合同会社説明会の実施       ３，４６１千円 

○久留米市雇用・就労推進協議会補助金      ２，１４９千円 

 ・仕事と子育て両立推進セミナーの開催      ６８０千円 
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◇バイオ産業振興事業（７．１．２）（予算：５９，３１７千円） 

（３月補正予算：２，０００千円） 

福岡県と連携して、バイオ技術を核とする新産業の創出やベンチャー企

業等の集積を推進するとともに、産学官連携による研究開発の促進、ベン

チャー企業の育成等を進める。 

 

◇新産業団地整備事業（７．１．２）（予算：５９，２０９千円） 

福岡県・うきは市と連携して推進する、久留米・うきは工業用地造成事

業について、市域内の道路や水路等の公共施設整備費用を負担することに

より、効果的な産業集積に向けた競争力のある受け皿の整備を図る。 

 

◇インバウンド推進事業（７．１．４）（予算：６，５３５千円） 

地域経済活性化を図るため、フルーツ狩りなどの地域資源を PR しなが

ら外国人観光客の受入体制の整備や誘致を推進する。 

 

○バイオ産業振興事業費補助金         ２４，４０２千円 

 ・バイオプロデューサー等専門人材の配置  １４，０１５千円 

 ・バイオベンチャーの育成          ５，４８０千円 

★バイオベンチャー等育成事業費補助金      ２，０００千円 

・がん治療拠点化支援事業【新規】      ２，０００千円 

○バイオベンチャー等育成事業費補助金     ３３，７３７千円 

・新製品・新技術創出研究開発への支援   ２２，３３３千円 

・機能性食品等臨床開発への支援       ４，５８３千円 

○インバウンド推進事業費補助金【新規】     １，０００千円 

○国際情報発信                 ３，７７７千円 

・多言語パンフレット作成          ３，４７７千円 

・ウェブ情報発信【新規】            ３００千円 

○新産業団地公共施設整備費負担金 【新規】   ５８，９５９千円 
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○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○職業として選択できる農業の実現            

新農業政策構築事業 6 1 3   1,044 

担い手経営力強化事業 6 1 3    16,121 

農地中間管理事業 6 1 3   137,000 

農業用施設整備事業 6 1 5   197,930 

農地防災事業 6 1 5   32,915 

 〃 6 1 5  《３月補正》 5,000 

生産環境整備事業 6 1 7   351,238 

生産基盤整備事業 6 1 7   106,612 

 〃 6 1 7  《３月補正》 39,500 

○商工業の元気づくり            

若年者雇用安定促進事業 5 1 1   5,035 

女性労働者の活躍促進事業《再掲》 5 1 1   2,445 

新産業・新技術支援事業 7 1 2   29,433 

産業振興奨励金 7 1 2   477,255 

企業誘致推進事業 7 1 2   4,415 

 〃 7 1 2  《３月補正》 3,665 

海外ビジネス展開促進事業 7 1 2   4,992 

買い物弱者対策事業《再掲》 7 1 2   939 

地域商業支援事業 7 1 2   117,542 

 
 ※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 
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②広域求心力づくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆都市型交流拠点づくり 
◇まちなか賑わい創造事業（７．１．２）（予算：３６，６９４千円） 

（３月補正予算：１７，７３３千円） 

まちなかに新たな賑わいを創出するため、六角堂広場を中心に魅力ある

イベント等を開催するとともに、学生のアイデアを活かした新しい企画を

展開する。 

 

   ◇シンボルロード整備関連事業（８．４．１）（予算：３０，５３５千円） 

ＪＲ久留米駅から西鉄久留米駅までの通りを「くるめシンボルロード」

として位置づけ、国・県と連携して安全・快適で賑わいのある道路空間の

整備を行う。 

 

久留米シティプラザをはじめとした都心部の様々な都市空間を活用し、人々

が良質な刺激を与え合う都市型の交流拠点づくりを推進します。 

観光においては、歴史、文化、自然など地域ごとに様々な個性的魅力を持つ

久留米市のポテンシャルを活かした地域密着観光やアジアからの観光客誘致な

どを戦略的に展開し、観光･交流都市としての飛躍を目指します。 

また、学術研究機能のさらなる集積やオープンデータ化の推進など、県南地

域の中核都市としての機能を果たせる都市づくりを推進します。 

さらに、連携中枢都市圏の取組みを含めた近隣市町との連携により、医療な

どの広域的高次都市機能を充実するとともに、地域課題に応じた都市間連携の

取組みを推進します。 

 

○歩道用照明整備                ３０，０００千円 

 

★まちなか地域物産店事業費補助金         ８，７３８千円 

★まちなか情報発信・賑わいづくり支援事業【新規】 ８，９９５千円 

○まちなか賑わいづくり事業【新規】       ３３，０００千円 

○学生まちなか賑わいづくりコンペ事業費補助金   ３，６９４千円 
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◆観光・交流都市への飛躍 
   ◇くるめの魅力発信推進事業（２．１．１９）（予算：１８，３３４千円） 

                     （３月補正予算：７，７２４千円） 

久留米市の認知度を向上させるため、情報発信力の高い民間企業との連

携や市民ぐるみの情報発信のしくみづくりを行い、福岡市や首都圏等に向

けて久留米の魅力をＰＲする。 

 

◇地域密着観光事業（７．１．４）（予算：１０，７８３千円） 

（３月補正予算：６，０００千円） 

交流人口の拡大と地域経済の活性化を目指し、魅力ある地域資源を活用

した周遊型ツーリズムの商品造成などを行うとともに、「久留米版ＤＭＯ

（観光地域づくり推進組織）」の設立に向けた調査を行う。 

 

◇ＭＩＣＥ誘致推進事業（７．１．４）（予算：２５，７１９千円） 

久留米シティプラザ開館効果を地域経済の活性化につなげるため、本市

の特色を最大限に活かしたＭＩＣＥ誘致支援策を実施する。また、市内の

宿泊施設の改修等に要する経費の助成を行う。 

 

★久留米版ＤＭＯの設立調査【新規】       ６，０００千円 

○周遊観光推進事業費補助金【新規】       １，９４２千円 

○西鉄沿線周遊観光事業費補助金【新規】    １，０００千円 

○耳納北麓サイクルイベント補助金          ９００千円 

○地域おこし協力隊活動費            ３，９９０千円 

○地域密着観光推進支援補助金          ２，１９０千円 

 

○コンベンション開催支援補助金        １７，０００千円 

○宿泊施設整備事業費補助金【新規】       ２，５００千円 

○アフターコンベンション商品造成事業      ３，９０１千円 

  

★シティプロモーション推進事業費補助金     ７，７２４千円 

 ・ソフトバンクホークスとの連携       ２，８４４千円 

 ・くるっぱの運用              ２，４００千円 

 ・福岡市でのプロモーション活動       １，８８０千円 

○シティプロモーション推進事業費補助金    １４，３２３千円 

・久留米ふるさと大使            ７，３６０千円 

・シティプロモーション人材活用【新規】   ３，０００千円 

・プロモーション関連商品の作成       １，７３５千円  
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◇九州オルレ推進事業（７．１．４）（予算：２，３２８千円） 

韓国などからの誘客につながる九州オルレに「久留米・高良山コース」が

新たに加わったことを契機に、久留米の魅力を国内外に発信する。 

 

◇観光プロモーション推進事業（７．１．４）（予算：１６，９０１千円） 

本市のイメージや知名度、魅力の向上を図り、交流人口の拡大を図るため、

効果的なキャンペーンや観光商品の造成を行う。 

 

◇歴史ルートづくり事業（１０．６．１）（予算：３２，８４５千円） 

豊かな歴史・文化・自然を育む高良山と地域資源豊富な耳納北麓エリアを

一体的に捉え、数多くの歴史遺産を固有のテーマやストーリーに基づき整理

し、市内外へ情報発信するとともに環境整備を行う。 

    

◇ＭＩＣＥ誘致推進事業（１０．７．１）（予算：１８，０３４千円） 

平成３０年の総合体育館オープンや平成３２年東京オリンピック・パラ

リンピックの開催などを見据え、全国・九州規模のスポーツ大会の誘致や

事前キャンプ誘致を推進する。 

 

 

○スポーツコンベンション誘致強化補助金【新規】 １７，９８４千円 

○(公財)久留米観光コンベンション国際交流協会補助金 

１６，４０５千円 

・プロモーション推進事業           ５，０２２千円 

・観光パンフレット作成            １，８５２千円 

・観光商品づくり推進事業           ８，９１３千円 

○イベント開催委託                               ４６３千円 

○マップ作成・広報宣伝                ６７３千円 

○コース整備・管理                  ５５７千円  

 

○高良山環境整備                ２４，８６２千円 

○耳納北麓エリア環境整備               ５２３千円 

○歴史ルート情報発信                 ５７２千円 

○施設管理委託                  ６，１６７千円 
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◆広域拠点都市づくり 
◇アンテナショップ運営事業【新規】（２．１．７） 

（予算：１２１，７９７千円） 

久留米広域連携中枢都市圏の魅力を発信し、圏域のファンを全国に増や

すことで、特産物の販路拡大及び圏域への移住促進、交流人口の増加を図

るため、東京都内に「特産物のＰＲ及び販売機能」、「観光情報及び移住情

報発信機能」を有した圏域の情報受発信拠点となる「アンテナショップ」

を開設する。 

 

◇行政データ利用促進事業（２．１．１２）（予算：１４，２０５千円） 

街づくりの促進や、地場企業活動の活性化を図ることを目的とし、行政

が保有するデータを２次利用可能な形式でオープンデータ化する等、行政

データの利用を推進する。 

 

○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○都市型交流拠点づくり            

くるめシンボルロードＷｉ－Ｆｉ環境整備事業 2 1 12   4,172 

中心部商業活性化事業 7 1 2   23,357 

駐車場情報提供事業 8 4 1   6,456 

○観光・交流都市への飛躍            

国際交流組織強化事業 2 1 19   32,381 

みどりの里づくり事業《再掲》 6 1 3 など  48,975 

インバウンド推進事業《再掲》 7 1 4   6,535 

山苞の道歩道等整備事業《再掲》 8 2 3   20,000 

都市景観形成促進事業 8 4 1   6,849 

花とみどりの景観整備事業 8 4 5   5,782 

筑後国府跡歴史公園整備事業 10 6 1   66,848 

○広域拠点都市づくり            

学術研究都市推進事業 2 1 7   3,719 

連携中枢都市圏推進事業 2 1 7   4,932 

 ※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 

○行政データの公開業務              ９，７２０千円 

○アプリケーションの開発及び運用         ４，４３９千円 

○アンテナショップ物件賃借費等        ６５，３８０千円 

○アンテナショップ整備費           ２９，０４０千円 

○アンテナショップ運営（ＰＲ）費等      ２７，３７７千円 

 ・広告・ＰＲ等補助金           １９，６７２千円 

 ・ＰＲイベント開催事業費          ３，２７２千円 

 ・情報発信業務委託費            ２，６５３千円 
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（４）その他の主な事業 

   ◇地方公会計推進事業（２．１．４）（予算：１４，６５２千円） 

 

   ◇市民駐車場建設事業【新規】（２．１．６）（予算：７４，００９千円） 

現在の市役所市民駐車場の恒常的な台数不足を解消するため、市民会館

跡地を活用し、暫定駐車場の整備に着手する。 

 

◇公共施設の総合的・計画的な管理推進事業（２．１．６） 

（予算：８，５１７千円） 

平成 27 年度に策定した「公共施設総合管理基本計画」に基づき、個別

施設の評価を行うなど、施設保有量の縮減や徹底したコスト縮減、安全安

心の確保に向けた取組みを進める。 

 

 

◇ふるさと・久留米応援事業（２．１．１９）（予算：１，２３１，４３３千円） 

ふるさと・くるめ応援寄付制度による寄付の拡大とリピーターの確保を

図るとともに、特設サイトの活用により久留米の魅力を発信していく。 

 

 

○新地方公会計システムの導入【新規】     ７，５２８千円 

国の要請に基づき統一的な会計基準による財務書類等を作成する

ために必要となる新地方公会計システムの導入を行う。 

○市民会館解体設計業務              ９，８６８千円 

○暫定市民駐車場設計業務             ８，５５２千円 

○市民会館石綿除去工事             ５０，９９６千円 

○記念品購入費                ４００，０００千円 

○ふるさと久留米応援基金積立金        ８００，０００千円 

○寄付促進ＰＲ広告料              １７，９１６千円 

○システム利用料                 ６，５９７千円 

○公共施設最適化支援業務委託等          ８，５１７千円 
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３．主な新規事業                                 

 
平成２８年度の新規事業は、７２件 ２，４８８，６０７千円です。 
平成２７年度３月補正予算を含めると、８６件 ２，５９１，７２８千円です。 

※上記の件数・金額について、「※年金生活者等支援臨時福祉給付金」は国の臨時措置によるものの

ため、除いて集計しています。 
 

このうち主な新規事業は、次のとおりです。 
 
◎平成２８年度当初予算（一般会計） 

№ 頁 主な新規事業 
予算額 

（単位：千円） 
事業内容 

1 34 アンテナショップ運営事業 121,797 

久留米広域連携中枢都市圏の特産物の販路拡

大や圏域への移住促進、交流人口の増加を図るた

め、東京都内に情報受発信の拠点を開設する。 

2 20 

街頭防犯カメラ設置事業 

（防犯カメラ設置費補助

金） 

3,000 

安全に安心して暮らせるまちづくりの実現の

ため、校区等が行う防犯カメラの設置費用に対す

る補助を行う。 

3 4 

定住誘導推進事業 

（移住･定住総合相談窓口

設置、コンシェルジュ配置） 

3,429 

(うち 768

は 3 月補正) 

市役所と東京事務所に、移住を希望される方へ

の相談、支援を行う総合相談窓口を設置し、それ

ぞれに移住コンシェルジュを配置する。 

4 17 

障害者相談支援事業 

（基幹相談支援センター運

営委託） 

48,404 

地域における障害者への相談支援の中核的な

役割を担う「基幹相談支援センター」を設置し、

相談支援体制の充実強化を図る。 

5 - 

国民健康保険事業特別会計

繰出金 

（基金積立金分） 

500,000 

国民健康保険事業の財政運営の安定化を図る

目的で国民健康保険財政調整積立基金への積立

てを行うため、一般会計から繰出を行う。 

6 18 

生活困窮者自立支援事業 

（家計相談･就労準備･一時

生活支援事業委託） 

14,412 

多様で複合的な課題を抱える生活困窮者に対

し、家計相談や就労訓練、一時生活支援といった

国が示す任意事業を全て実施する。 

7 8 保育所給食充実事業 58,265 

子どもの健康増進及び子育て家庭の負担軽減

のため、市内全ての認可保育所等で保育認定を受

けた３歳以上児に対して主食の提供を行う。 

8 13 子ども食堂支援事業 5,000 

様々な家庭の事情を抱えた子どもの生活向上

を図るため、食事の提供を行うとともに、地域と

の交流や生活習慣の習得支援などを行う 

9 14 子どもの居場所づくり事業 12,000 

ひとり親家庭の子どもの生活向上を図るため、

学校終了後に生活習慣の習得や学習の支援、食事

の提供等を行う。 
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№ 頁 主な新規事業 
予算額 

（単位：千円） 
事業内容 

10 22 

環境まなびのまちづくり事業 

（環境交流プラザでの環境

啓発イベント等の開催） 

2,570 

宮ノ陣クリーンセンター内の環境交流プラザ

において、環境啓発の講座やイベントを実施す

る。 

11 27 

みどりの里づくり事業 

（フルーツ観光モデル事業

費補助金） 

3,000 

耳納北麓地域のフルーツ観光を推進するため、

農園内の果樹等の生産に関する設備等の整備費

の一部を助成する。 

12 29 

新産業団地整備事業 

（新産業団地公共施設整備

費負担金） 

58,959 

福岡県・うきは市と連携して推進する、久留

米・うきは工業用地造成事業について、道路や水

路等の公共施設整備費用を負担する。 

13 31 

まちなか賑わい創造事業 

（まちなか賑わいづくり事

業） 

33,000 
まちなかに新たな賑わいを創出するため、六角

堂広場を中心に魅力あるイベント等を開催する。 

14 32 

ＭＩＣＥ誘致推進事業 

（宿泊施設整備事業費補助

金） 

2,500 

交流人口の増加や滞在時間の延長及び地域経

済への波及を目指し、民間事業者等が行う宿泊施

設の整備にかかる経費の一部を助成する。 

15 11 学校ＩＣＴ環境再整備事業 205,781 

学習指導・生徒指導への活用や、コンテンツの

共有化を図るため、教育イントラネットを構築す

るとともに、校務支援システムを導入する。 

16 12 学校英語教育充実事業 14,452 

小学校教員に対して、英語力の育成と実践的指

導力向上を目指し、集中研修を実施するととも

に、中学生の英語学習への動機付けや英語運用能

力の向上を目指し、英語検定受検等を行う。 

17 24 

美術館事業 

（美術館改修委託・指定管

理料・準備経費補助金） 

325,974 

１０月に市へ移行する新たな美術館が、文化芸

術の発信･創造の拠点として発展していくよう、

円滑な管理運営を行う。 

18 24 
久留米シティプラザ文化創

造事業 
194,620 

上質で多様な文化芸術を鑑賞する機会の提供

や、市民の文化芸術活動支援及び教育普及事業を

実施する。 

19 24 
久留米シティプラザ魅力向

上・発信事業 
46,765 

 久留米シティプラザの魅力を高めるとともに、

情報を広く発信するため、広報活動などを行う。 

20 - 

※ 

年金生活者等支援臨時福祉

給付金 

1,301,366 

「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げ

の恩恵が及びにくい低年金受給者、低所得の高齢

者を対象に給付金を支給する。 
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◎平成２８年度当初予算（特別会計） 

№ 頁 主な新規事業 
予算額 

（単位：千円） 
事業内容 

1 18 

介護予防普及啓発事業 

（認知機能スクリーニング） 

＜介護保険事業特別会計＞ 

961 

認知機能のスクリーニング（チェックリスト）

と介護予防事業を一体的に実施することで、効果

的な認知症予防に取組む。 

2 18 

地域包括ケアシステム推進事業 

（認知症総合支援事業） 

＜介護保険事業特別会計＞ 

10,266 

適切な支援につながっていない認知症の人や

その家族に早期に関わり、早期診断と適切な治療

や介護が受けられるよう認知症初期集中支援チ

ームを設置する。 

3 18 

地域包括ケアシステム推進事業 

（生活支援体制整備事業） 

＜介護保険事業特別会計＞ 

16,581 

生活支援サービスの体制整備に向けて、生活支

援コーディネーターの配置や協議体の設置によ

り、担い手の養成やサービスの開発等を行う。 

 
◎平成２７年度３月補正予算 

№ 頁 主な新規事業 
予算額 

（単位：千円） 
事業内容 

1 7 

結婚・妊娠・出産・子育て

希望支援事業 

（企業･団体婚活支援ネッ

トワークの運営） 

5,020 

市内企業等の独身従業員を対象として、結婚支

援に関する情報提供を行うとともに、婚活等に関

するセミナーや出会いイベントを企画・開催し、

企業単位での出会いの機会を創出する。 

2 7 

結婚・妊娠・出産・子育て

希望支援事業 

（結婚に伴う新生活支援補助金） 

36,000 

経済的理由で結婚に踏み出せない低所得者を対

象とし、結婚に伴う新生活のスタートアップにか

かる経費に対して助成する。 

3 26 

青年･女性農業者育成事業

（農業実践研修事業費補

助金） 

1,800 

就農を目指す意欲ある若者を受け入れ、基幹的

な地域農業者による農業実践研修の実施を支援す

る。 

4 26 

園芸農業等総合対策事業 

（担い手確保・経営強化支

援事業費補助金） 

27,000 
意欲ある農業者に対し、経営発展に必要な農業用

機械等の導入を支援する。（ＴＰＰ関連） 

5 28 
創業支援事業 

（移住創業促進事業費補助金） 
7,500 

市内へ移住し、創業する方に対し、店舗改装費や

販路開拓にかかる経費などの一部を助成する。 

6 29 

バイオ産業振興事業 

（がん治療拠点化支援事

業） 

2,000 

久留米地域ががん治療の拠点になることを目指

し、線虫を用いてがんを診断する革新的な手法の

実用化に向けて支援する。 

7 31 

まちなか賑わい創造事業 

（まちなか情報発信・賑わ

いづくり支援事業） 

8,995 

まちなか地域物産店に情報コーナーを併設し、久

留米の魅力発信や案内を行うとともに、賑わいづ

くりに取組む団体等向けの相談窓口を開設する。 

8 32 

地域密着観光事業 

（久留米版ＤＭＯの設立

調査） 

6,000 

 観光資源の現状分析を行い、資源を活かした観

光商品開発や観光地域づくりのための地域資源の

活用方法などの調査を行う。 
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４．財政状況                                   
 
 
 
 
 
 
 
※主要４基金とは、財政調整基金・都市建設基金・減債基金・土地開発基金のことです。 

 
 
【基金の状況】 

項 目 27 年度末 28 年度積立額 28 年度取崩額 28 年度末見込 

基金合計 241 億 1 千万円 11 億 2 千万円 66 億円    186 億 3 千万円 

うち主要 4 基金 131億 4千万円 1億 3千万円 35億円    97億 7千万円 

 
 
【市債の状況】 

項 目 27 年度末 28 年度借入額 28 年度償還額 28 年度末見込 

市債残高 1,453 億円  121 億 8 千万円 111 億 9 千万円 1,462 億 9 千万円 

うち臨時財政対策債 479 億 2 千万円 43 億 1 千万円 27 億 9 千万円 494 億 4 千万円 

差し引き通常債等 973億 8千万円 78億 7千万円 84億円    968億 5千万円 

 ＊臨時財政対策債・・・形式的には自治体が地方債を発行するが、償還に要する費用は後年度の

地方交付税で全額措置されるため、実質的には交付税の代替財源とみる

ことができる。 

 
 
【地方債区分ごとの借入状況（当初予算ベース）】 

地方債区分 27 年度予算 28 年度予算 増減 

通常債等（建設地方債） 147 億 1 千万円 78 億 7 千万円 ▲68 億 4 千万円 

 通常債 83 億 6 千万円 72 億 2 千万円 ▲11 億 4 千万円 

合併特例債 63 億 5 千万円 6 億 5 千万円 ▲57 億円 

臨時財政対策債 48 億円       43 億 1 千万円 ▲4 億 9 千万円 

合 計 195億 1千万円 121億 8千万円 ▲73億 3千万円 

 
 
 
 
 

平成２８年度当初予算時点における主要４基金※の活用額は、３５億円としてい

ます。なお、決算時点での基金取り崩し額が極力少なくなるよう、予算執行におい

てはさらなる創意工夫を図り、事務事業の経費節減に努めます。 
また、市債の発行にあたっては、交付税措置のある有利な地方債の活用を図り、

実質的な市債残高の抑制に努めます。 
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   ＊平成２８年度予算：主要４基金３５億円の取り崩し（当初予算）。 

    ＊平成２５年度末残高は、「地域活性化元気基金（25 年度積立、26 年度活用期限）」 

     約２５億円を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊平成２８年度末の市債残高見込は、市民一人あたり約４７．８万円。 

＊臨時財政対策債を除く負担は、市民一人あたり約３１．６万円。 

なお、通常債等は合併特例債など地方交付税による財源措置があるものも含まれます。 

※平成２８年２月１日人口３０６，３３３人で算定 
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  1,148   1,155    1,168   1,206   1,199    1,228 1,264 

1,313  
1,453  1,463 

(196) 
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【平成２８年度予算におけるふるさと久留米応援基金の活用状況】 
 全国の皆さまからいただきました「ふるさと・くるめ応援寄付（ふるさと納税）」は、一旦、そ

の全額を「ふるさと久留米応援基金」に積み立てまして、ご寄付の際に寄付者の皆さまにご指定い

ただきました応援メニュー（寄付金の使い道）に従って基金を取崩し、事業に活用させていただき

ます。 

 平成２８年度予算におけるふるさと久留米応援基金の活用状況は以下のとおりです。 

 

応援メニュー 主な活用事業 活用額(千円) 

１．未来に羽ばたけ！ 

くるめっ子 

保育所給食充実事業・私立保育所等施設整備事業 84,942 

学童保育所整備・運営事業 38,616 

くるめ学力アップ推進事業・学校英語教育充実事業 106,117 

学校図書館・学校給食の充実事業 49,457 

乳幼児医療費助成のうち拡充分 39,019 

子ども食堂支援事業 5,000 

その他 16,268 

計 339,419 

２．歴史･文化･芸術を 

楽しむ 

美術館事業 175,279 

音楽によるまちづくり推進事業 8,592 

歴史ルートづくり事業 15,435 

計 199,306 

３．いつまでも健康に 

過ごす 

特定不妊治療費助成事業 52,152 

母子保健事業 14,848 

健康のびのびプロジェクト事業 7,263 

生活困窮者自立支援事業 12,737 

計 87,000 

４．ふるさとの花と緑を 

ふやす 

花とみどりの景観整備事業 5,782 

市民とつくる花と緑のまちづくり 20,821 

街路樹・緑化施設の管理 26,033 

みどりの里づくり事業 12,364 

計 65,000 

５．くるめの魅力を 

伝える 

筑後川花火大会補助金  19,800 

くるめ水の祭典補助金 17,200 

久留米つつじマーチ大会補助金 5,000 

計 42,000 

６．市長おまかせコース 久留米シティプラザ関連事業 234,275 

まちなか賑わい創造事業 33,000 

計 267,275 

合計 1,000,000 
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５．予算の姿　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　  

（１）財政規模の推移
(単位:千円,％)

平成28年度 平成27年度

当初予算額(A) 当初予算額(B) 増減額(A-B) 増減率

249,068,000 256,739,000 ▲ 7,671,000 ▲ 3.0

133,440,000 139,400,000 ▲ 5,960,000 ▲ 4.3

国民健康保険事業 43,090,000 41,846,000 1,244,000 3.0

競輪事業 17,870,000 22,890,000 ▲ 5,020,000 ▲ 21.9

中央卸売市場事業 341,000 388,000 ▲ 47,000 ▲ 12.1

住宅新築資金等貸付事業 90,000 23,000 67,000 291.3

市営駐車場事業 87,000 93,000 ▲ 6,000 ▲ 6.5

介護保険事業 25,200,000 23,970,000 1,230,000 5.1

簡易水道事業 21,000 44,000 ▲ 23,000 ▲ 52.3

地方卸売市場事業 21,000 7,000 14,000 200.0

農業集落排水事業 238,000 229,000 9,000 3.9

特定地域生活排水処理事業 232,000 235,000 ▲ 3,000 ▲ 1.3

後期高齢者医療事業 3,897,000 4,022,000 ▲ 125,000 ▲ 3.1

母子父子寡婦福祉資金貸付事業 107,000 113,000 ▲ 6,000 ▲ 5.3

計 91,194,000 93,860,000 ▲ 2,666,000 ▲ 2.8

水道事業 7,562,000 7,387,000 175,000 2.4

下水道事業 16,872,000 16,092,000 780,000 4.8

計 24,434,000 23,479,000 955,000 4.1

公
営
企
業
会
計

区  　　　分
比　 　較

一　般　会　計

久留米市予算総額

特
　
別
　
会
　
計



（２）一般会計歳入
(単位:千円,％)

対前年度
構成比 構成比 伸  率

1 市税 38,896,003 29.2 38,915,004 27.9 0.0
2 地方譲与税 805,000 0.6 796,000 0.6 1.1
3 利子割交付金 78,000 0.1 81,000 0.1 ▲ 3.7
4 配当割交付金 273,000 0.2 143,000 0.1 90.9
5 株式等譲渡所得割交付金 177,000 0.1 71,000 0.0 149.3
6 地方消費税交付金 5,708,000 4.3 5,539,000 4.0 3.1
7 ゴルフ場利用税交付金 9,000 0.0 9,000 0.0 0.0
8 自動車取得税交付金 149,000 0.1 156,000 0.1 ▲ 4.5
9 国有提供施設等所在市町村助成交付金 103,000 0.1 104,000 0.1 ▲ 1.0

10 地方特例交付金 165,000 0.1 147,000 0.1 12.2
11 地方交付税 20,385,000 15.3 21,268,000 15.3 ▲ 4.2
12 交通安全対策特別交付金 75,000 0.1 78,500 0.0 ▲ 4.5
13 分担金及び負担金 1,403,203 1.1 1,464,712 1.0 ▲ 4.2
14 使用料及び手数料 2,716,469 2.0 2,383,648 1.7 14.0
15 国庫支出金 26,817,749 20.1 27,490,207 19.7 ▲ 2.4
16 県支出金 10,184,453 7.6 9,159,634 6.6 11.2
17 財産収入 655,638 0.5 784,128 0.6 ▲ 16.4
18 寄附金 960,030 0.7 159,015 0.1 503.7
19 繰入金 6,679,915 5.0 5,177,004 3.7 29.0
20 繰越金 700,000 0.5 700,000 0.5 0.0
21 諸収入 4,315,840 3.2 5,264,948 3.8 ▲ 18.0
22 市債 12,183,700 9.1 19,509,200 14.0 ▲ 37.5

合　　　計 133,440,000 100.0 139,400,000 100.0 ▲ 4.3

平成28年度当初予算額 平成27年度当初予算額
区　　　　分

自主財源

56,327

42.2%依存財源

77,113

57.8%

市税
38,896
29.2%

諸収入
4,316
3.2%

その他
13,115
9.8%

市債
12,184
9.1%

国庫支出金
26,818
20.1%

地方交付税
20,385
15.3%

県支出金
10,184
7.6%

譲与税・交付金
7,542
5.7%

歳入総額
133,440百万円

地方譲与税 805

利子割交付金 78

配当割交付金 273

株式等譲渡所得割交付金 177                       

地方消費税交付金 5,708

ゴルフ場利用税交付金 9

自動車取得税交付金 149

国有提供施設等所在

市町村助成交付金 103

地方特例交付金 165
交通安全対策特別交付金 75

使用料及び手数料 2,716

分担金及び負担金 1,403 

財産収入 656

寄附金 960

繰入金 6,680
繰越金 700

【単位：百万円】
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（３）一般会計歳出（目的別）
(単位:千円,％)

対前年度

構成比 構成比 伸  率

 1  議会費 686,926 0.5 746,571 0.5 ▲ 8.0

 2  総務費 9,869,066 7.4 9,033,381 6.5 9.3

 3  民生費 59,342,448 44.5 56,064,318 40.2 5.8

 4  衛生費 9,945,273 7.4 13,452,055 9.7 ▲ 26.1

 5  労働費 348,633 0.3 322,879 0.2 8.0

 6  農林水産業費 4,165,628 3.1 3,709,988 2.7 12.3

 7  商工費 5,415,421 4.0 6,104,795 4.4 ▲ 11.3

 8  土木費 11,440,063 8.6 14,275,608 10.2 ▲ 19.9

 9  消防費 3,465,959 2.6 3,088,878 2.2 12.2

10  教育費 16,107,071 12.1 19,853,282 14.3 ▲ 18.9

11  災害復旧費 2 0.0 2 0.0 0.0

12  公債費 12,505,510 9.4 12,600,125 9.0 ▲ 0.8

13  諸支出金 28,000 0.0 28,118 0.0 ▲ 0.4

14  予備費 120,000 0.1 120,000 0.1 0.0

  　　　合　　　計 133,440,000 100.0 139,400,000 100.0 ▲ 4.3

区　　　　分
平成28年度当初予算額 平成27年度当初予算額

歳出総額 

118,480百万円 

民生費 
59,342  
44.5% 

教育費 
16,107 
12.1% 

公債費 
12,506 
9.4% 

土木費 
11,440 
8.6% 

衛生費 
9,945 
7.4% 

総務費 
9,869 
7.4% 

商工費 
5,415 
4.0% 

農林水産業費 
4,166 
3.1% 

消防費 
3,466 
2.6% 

議会費 
687 
0.5% 

その他 
497 
0.4% 

歳出総額 

133,440百万円 

 

労働費   349 

諸支出金   28 

予備費   120 

【単位：百万円】 
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（４）一般会計歳出（性質別）
(単位:千円,％)

対前年度
構成比 構成比 伸  率

    人件費 14,183,281 10.6 14,486,781 10.4 ▲ 2.1
    物件費 18,786,968 14.1 17,864,041 12.8 5.2
    維持補修費 1,483,088 1.1 1,553,109 1.1 ▲ 4.5
    扶助費 39,755,802 29.8 37,217,111 26.7 6.8
    補助費等 14,479,664 10.9 14,242,584 10.2 1.7
    公債費 12,499,317 9.4 12,593,932 9.0 ▲ 0.8
    積立金 1,095,964 0.8 320,981 0.2 241.4
    投資及び出資金 317,611 0.2 209,250 0.2 51.8
    貸付金 3,417,600 2.6 4,224,600 3.0 ▲ 19.1
    繰出金 11,378,998 8.5 10,571,806 7.6 7.6
    普通建設事業 15,921,705 11.9 25,995,803 18.7 ▲ 38.8
    災害復旧事業 2 0.0 2 0.0 0.0
    予備費 120,000 0.1 120,000 0.1 0.0

 　    合     計 133,440,000 100.0 139,400,000 100.0 ▲ 4.3

区　　　　分
平成28年度当初予算額 平成27年度当初予算額

扶助費 
39,756 
29.8% 

物件費 
18,787 
14.1% 

人件費 
14,183 
10.6% 

補助費等 
14,480 
10.9% 

普通建設事業 
15,922 
11.9% 

公債費 
12,499 
9.4% 

繰出金 
11,379 
8.5% 

貸付金 
3,417 
2.6% 

維持補修費 
1,483 
1.1% 

その他 
1,534 
1.1% 

歳出総額 
133,440百万円 

 

積立金        1,096 
投資及び出資金  318 
予備費       120 

【単位：百万円】 
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